
概 要 水都にいがたの地域づくり

管内の概況

新潟市

管内の施設 （令和7年3月31日現在）

■ 河川 ■ 砂防

■ 都市公園 ■ 海岸

流の要衝となっています。これらのインフラは、東日本
大震災において被災地支援や救援の拠点となるなど、
その重要性について再認識されたところです。

また、市街地に隣接する周辺農用地は高度利用化
の需要が高く、都市化現象が顕著ですが、平坦で積
雪量の少ない地勢を生かした農業は、稲作はもとより、
野菜、果樹、花きなどの園芸栽培も盛んで、全国トッ
プクラスの生産量を誇っています。
このような地域条件の中、当地域整備部では、豪雨、

風浪などの自然災害を防止し、市街地と農地を守り、
安全・安心に暮らせる地域づくりを推進するとともに、
市街地においては鳥屋野潟公園を中心とした県民の
憩いの場づくりも進めています。

中央区

北は日本海、中央には信濃川、東に栗ノ木川、
西に関屋分水路、南に鳥屋野潟という豊かな水
辺に恵まれた中央区。さまざまな都市機能が集
積する一方で、国の重要文化財に指定された萬
代橋や、みなとまちの伝統文化を感じるまち並み
も存在しています。

西区

西区は、都市と農村が共生する潤いの居住環
境にあり、優れた学術環境と豊かな自然に育ま
れる人と環境に優しいまちです。特に日本海を
望む「夕日ライン」の眺望は美しく、毎年夏季に
は多くの海水浴客で賑わいます。

西蒲区

西蒲区は、角田山・多宝山や越後七浦海岸な
どの豊かな自然観光資源に恵まれ、また、新潟
市で１位の広さを誇る農地（田んぼ）を有し、「は
ざ並木」も残る美しい田園風景が広がるまちです。 南区

信濃川と中ノ口川、両河川の恵みによって育ま
れた水辺のまち、南区。肥沃な農地からは米・野
菜・果物などが生産され、四季の花々が彩る美
しい景観があります。また、初夏の風物詩白根大
凧合戦など、多くの観光資源に恵まれています。

秋葉区

秋葉区は「花と緑に囲まれた、快適でにぎわい
のあるまち」を区の将来像として設定し、田園や
丘陵に囲まれた豊かな自然環境を活かしたまち
づくりを進めています。

江南区

江南区は6つの区と境界を接し、都市機能と交
通の利便性を活かした交流の拠点と水と緑に囲
まれた豊穣な大地とが調和した安らぎのあるまち
を形成しています。

北区

北区は、見渡す限り広がる田園風景、巨大な葉
を広げる福島潟のオニバス、海岸沿いに続く松
林やニセアカシア並木、高森の大ケヤキなど、豊
かな自然に恵まれています。

東区

東区は、日本海と日本を代表する信濃川や阿賀
野川、さらには、通船川、栗ノ木川など豊かな水
辺に恵まれる一方で、新潟空港や新潟西港など、
空と海の玄関口でもあるまちです。
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※秋葉区は
新津地域整備部の所管です
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名　称
延長
（ｍ）

新潟海岸　寄居浜・関屋地区海岸（直轄施行区域） 2,872
新潟海岸　青山地区海岸（一部・直轄施行区域） 7,884
新潟海岸　内野浜地区海岸 2,649
巻海岸　角田・越前・四ツ郷屋地区海岸 9,156
巻海岸　五ヶ浜・角田地区海岸 2,710
岩室海岸　下山地区海岸 174
岩室海岸　間瀬地区海岸 2,041

計 27,486

名　称
計画面積

（ha）
供用面積

（ha）
鳥屋野潟 公園 287.4 88.5
島 見 緑 地 16.1 16.1

計 303.5 104.6

区　分 河川数
延長
（km）

一級河川（国管理） 3 －
一級河川（県管理） 25 176.8
二 級 河 川 10 62.3

計 38 239.1

新潟地域振興局地域整備部は、政令指定都市新
潟市のうち秋葉区を除いた面積631㎢（県全体の約
5％）、人口約70万人（県全体の約33％）を有する区
域を所管しています（令和5年4月1日現在 新潟県人
口移動調査）。

地形的には、角田山周辺の山地以外は、海岸砂丘
とその内陸側に広がる越後平野からなり、平野部には、
鳥屋野潟、福島潟や旧鎧潟周辺に低平地が広がり、
海抜ゼロメートル地帯は国内屈指の約180㎢（新潟市
全域の約1/4）にも及びます。

社会的には、新潟県の経済活動の中心地であり、多
くの都市施設が集積しているほか、高速道路（3路線）、
上越新幹線、新潟港（日本海側唯一の中核国際港
湾）、新潟空港など、本州日本海側有数の交通、物

延長
（ｍ）

面積
（ha）

箇所数区 分

10,286 61.49 11 砂 防 指 定 地
－9.35 7 急 傾 斜 地 崩 壊 危 険 区 域


